
5 遺伝子組換え作物等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体】 

「不安に思う」（48.0％）と答えた人の割合が最も高く、次いで「やや不安に思う」（32.4％）、「あま

り不安に思わない」（10.3％）の順となっている。 

 

【圏域別】 

「不安に思う」については、釧路・根室圏（58.3％）が最も割合が高く、次いで道北圏（53.9％）と

なっている。「やや不安に思う」については、十勝圏（43.2％）が最も割合が高く、次いで道南圏（33.7％）

となっている。 

 

【人口規模別】 

「不安に思う」については、人口10万人未満の都市（51.4％）が最も割合が高く、次いで札幌市（49.8％）

となっている。「やや不安に思う」については、町村部（36.4％）が最も割合が高く、次いで人口 10

万人以上の都市（34.8％）となっている。 

 

【性別】 

「不安に思う」については、男性 42.0％、女性 54.8％となっており、「やや不安に思う」については、

男性 35.3％、女性 28.8％となっている。 

 

【年代別】 

「不安に思う」については、60～69 歳（53.5％）が最も割合が高く、次いで 40～49 歳（53.2％）と

なっている。「やや不安に思う」については、30～39 歳（37.6％）が最も割合が高く、次いで 70 歳以

上（36.9％）となっている。 

 

【職種別】 

「不安に思う」については、主婦（55.4％）が最も割合が高く、次いでその他（51.2％）となってい

る。「やや不安に思う」については、自由業（37.5％）が最も割合が高く、次いで無職（37.0％）と

なっている。 

 

【居住年数別】 

「不安に思う」については、1～5 年未満（55.6％）が最も割合が高く、次いで 20 年以上（48.1％）

となっている。「やや不安に思う」については、10～20 年未満（35.1％）が最も割合が高く、次いで

5～10 年未満（35.0％）となっている。 

問１ あなたは、遺伝子組換え作物及びそれを使った加工食品の安全性について、どのように思い

ますか。次の中から１つだけお選びください。 

不安に思う 

48.0％ 
あまり不安に思わない 

10.3％ 

不安に思わない 

2.0％ 

やや不安に思う 

32.4％ 

無回答 

2.3％

N=871 

わからない 

5.1％

128



性
別

男性

女性

無回答

20～29歳

30～39歳

人
口
規
模

札幌市

人口10万人以上の都市

人口10万人未満の都市

町村部

無回答

圏
域

道南圏

道央圏

道北圏

オホーツク圏

十勝圏

釧路・根室圏

無回答

凡例

全体　(N＝871)

①

48.0 

48.8 

46.1 

53.9 

48.7 

40.9 

58.3 

52.9 

49.8 

48.6 

51.4 

40.0 

51.5 

42.0 

54.8 

34.3 

27.8 

33.7 

②

32.4 

33.7 

32.8 

30.3 

33.3 

43.2 

25.0 

23.5 

29.5 

34.8 

33.3 

36.4 

21.2 

35.3 

28.8 

42.9 

27.8 

37.6 

③

10.3 

9.3 

10.9 

7.9 

5.1 

11.4 

12.5 

11.8 

10.5 

7.6 

8.7 

13.9 

15.2 

12.6 

8.4 

8.6 

19.4 

19.8 

④

2.0 

2.3 

2.4 

5.1 

2.2 

1.9 

2.2 

1.8 

3.0 

0.9 

2.9 

2.8 

3.0 

⑤

5.1 

5.8 

4.9 

6.7 

5.1 

4.5 

2.1 

5.9 

5.2 

6.2 

3.6 

4.2 

6.1 

5.2 

5.1 

2.9 

13.9 

4.0 

⑥

2.3 

2.8 

1.1 

2.6 

2.1 

5.9 

2.8 

1.0 

0.7 

3.6 

6.1 

2.0 

2.1 

8.6 

8.3 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①不安に思う ②やや不安に思う ③あまり不安に思わない ④不安に思わない

⑤わからない ⑥無回答

居
住
年
数

1年未満

1～5年未満

5～10年未満

10～20年未満

20年以上

無回答

職
種

自営業（農林漁業）

自営業（商工サービス業）

自由業

事務職系

労務職系

主婦

学生

無職

その他

無回答

年
代

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答

53.2 

52.4 

53.5 

38.5 

36.1 

47.1 

44.3 

43.8 

46.9 

42.9 

55.4 

46.2 

51.2 

36.4 

44.4 

55.6 

47.5 

41.5 

48.1 

53.3 

28.9 

31.1 

31.9 

36.9 

41.7 

35.3 

29.5 

37.5 

32.6 

36.2 

27.7 

33.3 

37.0 

29.8 

38.6 

22.2 

22.2 

35.0 

35.1 

33.1 

26.7 

9.8 

8.3 

7.1 

12.3 

8.3 

17.6 

8.2 

9.4 

9.7 

17.1 

7.4 

33.3 

9.2 

11.9 

11.4 

11.1 

16.7 

7.5 

16.0 

9.3 

6.7 

1.7 

1.5 

1.2 

4.6 

2.8 

3.3 

3.1 

2.9 

2.9 

1.3 

1.7 

2.3 

1.9 

3.2 

2.0 

5.8 

4.9 

3.9 

6.2 

2.8 

13.1 

3.1 

6.9 

1.0 

5.2 

5.0 

3.6 

2.3 

11.1 

3.7 

10.0 

3.2 

5.0 

6.7 

0.6 

1.9 

2.4 

1.5 

8.3 

1.6 

3.1 

1.1 

3.0 

33.3 

0.8 

3.6 

9.1 

11.1 

1.1 

2.5 

6.7 
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【全体】 

「購入しない」（50.9％）と答えた人の割合が最も高く、次いで「他に代替品がなければ購入する」

（32.4％）、「他の品より安ければ購入する」（8.4％）の順となっている。 

 

【圏域別】 

「購入しない」については、釧路・根室圏（62.5％）が最も割合が高く、次いでオホーツク圏（56.4％）

となっている。「他に代替品がなければ購入する」については、十勝圏（40.9％）が最も割合が高く、

次いで道北圏（34.8％）となっている。 

 

【人口規模別】 

「購入しない」については、人口10万人以上の都市（53.3％）が最も割合が高く、次いで札幌市（52.6％）

となっている。「他に代替品がなければ購入する」については、人口 10 万人未満の都市（34.8％）が

最も割合が高く、次いで札幌市（32.6％）となっている。 

 

【性別】 

「購入しない」については、男性 46.9％、女性 54.5％となっており、「他に代替品がなければ購入す

る」については、男性 32.8％、女性 32.0％となっている。 

 

【年代別】 

「購入しない」については、60～69 歳（57.5％）が最も割合が高く、次いで 50～59 歳（53.9％）と

なっている。「他に代替品がなければ購入する」については、70 歳以上（38.5％）が最も割合が高く、

次いで 20～29 歳（36.1％）となっている。 

 

【職種別】 

「購入しない」については、その他（56.0％）が最も割合が高く、次いで自営業（商工サービス業）

（54.1％）となっている。「他に代替品がなければ購入する」については、学生（66.7％）が最も割合

が高く、次いで労務職系（36.2％）となっている。 

 

【居住年数別】 

「購入しない」については、1～5年未満（61.1％）が最も割合が高く、次いで 5～10 年未満（55.0％）

となっている。「他に代替品がなければ購入する」については、20 年以上（34.0％）が最も割合が高

く、次いで 10～20 年未満（33.0％）となっている。 

 

問２ あなたは、購入しようとした作物及び加工食品に「遺伝子組換え」と表示されている場合、

どのように対応しますか。次の中から１つだけお選びください。 

購入しない 

50.9％ 
他に代替品がなければ購入する 

32.4％

気にせず購入する

5.6％ 

他の品より安ければ購入する 

8.4％ 
無回答 

2.5％

N=871 

その他 

0.2％
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凡例

全体　(N＝871)

圏
域

道南圏

道央圏

道北圏

オホーツク圏

十勝圏

釧路・根室圏

無回答

人
口
規
模

札幌市

人口10万人以上の都市

人口10万人未満の都市

町村部

無回答

性
別

男性

女性

無回答

20～29歳

30～39歳

①

50.9 

51.2 

49.7 

55.1 

56.4 

40.9 

62.5 

47.1 

52.6 

53.3 

50.0 

45.5 

48.5 

46.9 

54.5 

51.4 

30.6 

42.6 

②

32.4 

33.7 

32.8 

34.8 

28.2 

40.9 

20.8 

26.5 

32.6 

31.4 

34.8 

32.1 

27.3 

32.8 

32.0 

31.4 

36.1 

30.7 

③

8.4 

8.1 

8.1 

4.5 

7.7 

9.1 

14.6 

14.7 

6.5 

8.1 

8.0 

12.1 

12.1 

8.6 

8.6 

2.9 

19.4 

13.9 

④

5.6 

5.8 

6.6 

2.2 

5.1 

6.8 

5.9 

5.5 

4.8 

6.5 

6.1 

6.1 

8.6 

2.8 

5.7 

5.6 

10.9 

⑤

0.2 

1.2 

2.3 

0.5 

0.6 

0.5 

⑥

2.5 

2.8 

3.4 

2.6 

2.1 

5.9 

2.8 

1.9 

0.7 

3.6 

6.1 

2.5 

2.1 

8.6 

8.3 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①購入しない ②他に代替品がなければ購入する ③他の品より安ければ購入する

④気にせず購入する ⑤その他 ⑥無回答

年
代

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答

主婦

学生

無職

その他

無回答

居
住
年
数

1年未満

1～5年未満

5～10年未満

10～20年未満

20年以上

無回答

職
種

自営業（農林漁業）

自営業（商工サービス業）

自由業

事務職系

労務職系

48.6 

53.9 

57.5 

46.2 

50.0 

52.9 

54.1 

50.0 

52.0 

39.0 

53.7 

52.1 

56.0 

45.5 

33.3 

61.1 

55.0 

46.8 

50.6 

50.0 

31.2 

31.6 

32.3 

38.5 

33.3 

29.4 

34.4 

25.0 

32.0 

36.2 

33.8 

66.7 

33.6 

22.6 

34.1 

22.2 

25.9 

20.0 

33.0 

34.0 

26.7 

12.1 

6.8 

4.7 

6.2 

2.8 

11.8 

4.9 

15.6 

6.9 

14.3 

6.9 

7.6 

10.7 

4.5 

33.3 

7.4 

12.5 

8.5 

7.8 

10.0 

6.4 

5.8 

2.8 

6.2 

5.6 

5.9 

1.6 

6.3 

8.0 

10.5 

2.6 

5.0 

6.0 

6.8 

3.7 

12.5 

10.6 

4.7 

6.7 

1.2 

3.3 

1.9 

0.2 

0.6 

1.9 

2.8 

3.1 

8.3 

1.6 

3.1 

1.1 

3.0 

33.3 

1.7 

4.8 

9.1 

11.1 

1.1 

2.8 

6.7 
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【全体】 

「不安に思う」（48.0％）と答えた人の割合が最も高く、次いで「やや不安に思う」（31.8％）、「あま

り不安に思わない」（8.7％）の順となっている。 

 

【圏域別】 

「不安に思う」については、釧路・根室圏（56.3％）が最も割合が高く、次いで道北圏（49.4％）と

なっている。「やや不安に思う」については、十勝圏（38.6％）が最も割合が高く、次いでオホーツ

ク圏（35.9％）となっている。 

 

【人口規模別】 

「不安に思う」については、札幌市（52.3％）が最も割合が高く、次いで人口10万人未満の都市（51.4％）

となっている。「やや不安に思う」については、町村部（40.0％）が最も割合が高く、次いで人口 10

万人以上の都市（33.8％）となっている。 

 

【性別】 

「不安に思う」については、男性 43.5％、女性 53.4％となっており、「やや不安に思う」については、

男性 32.6％、女性 30.4％となっている。 

 

【年代別】 

「不安に思う」については、60～69 歳（55.5％）が最も割合が高く、次いで 50～59 歳（53.4％）と

なっている。「やや不安に思う」については、70 歳以上（40.0％）が最も割合が高く、30～39 歳（34.7％）

となっている。 

 

【職種別】 

「不安に思う」については、その他（57.1％）が最も割合が高く、次いで主婦（53.7％）となってい

る。「やや不安に思う」については、学生（66.7％）が最も割合が高く、次いで自由業（37.5％）と

なっている。 

 

【居住年数別】 

「不安に思う」については、1年未満（55.6％）と 1～5年未満（55.6％）が最も割合が高く、次いで

20 年以上（48.4％）となっている。「やや不安に思う」については、10～20 年未満（37.2％）が最も

割合が高く、次いで 5～10 年未満（35.0％）となっている。 

 

問３ あなたは、遺伝子組換え作物を栽培することによる自然や環境への影響について、どのよう

に思いますか。次の中から１つだけお選びください。 

不安に思う 

48.0％ 
やや不安に思う 

31.8％ 

不安に思わない

1.5％ 

あまり不安に思わない 

8.7％ 
無回答 

2.4％

N=871 

わからない

7.6％
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凡例

全体　(N＝871)

圏
域

道南圏

道央圏

道北圏

オホーツク圏

十勝圏

釧路・根室圏

無回答

人
口
規
模

札幌市

人口10万人以上の都市

人口10万人未満の都市

町村部

無回答

性
別

男性

女性

無回答

20～29歳

30～39歳

①

48.0 

47.7 

47.3 

49.4 

43.6 

45.5 

56.3 

52.9 

52.3 

47.6 

51.4 

36.4 

51.5 

43.5 

53.4 

34.3 

27.8 

36.6 

②

31.8 

32.6 

31.8 

32.6 

35.9 

38.6 

25.0 

23.5 

27.7 

33.8 

29.7 

40.0 

27.3 

32.6 

30.4 

40.0 

30.6 

34.7 

③

8.7 

8.1 

9.6 

7.9 

7.7 

6.8 

6.3 

5.9 

8.9 

8.1 

8.0 

10.3 

6.1 

12.1 

5.6 

8.6 

8.3 

14.9 

④

1.5 

3.5 

1.3 

2.6 

2.1 

2.9 

0.9 

1.9 

2.2 

1.8 

1.7 

1.2 

2.9 

5.6 

3.0 

⑤

7.6 

8.1 

7.2 

7.9 

7.7 

9.1 

8.3 

8.8 

7.4 

7.1 

8.0 

7.9 

9.1 

7.9 

7.4 

5.7 

19.4 

8.9 

⑥

2.4 

2.8 

2.2 

2.6 

2.1 

5.9 

2.8 

1.4 

0.7 

3.6 

6.1 

2.2 

2.1 

8.6 

8.3 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①不安に思う ②やや不安に思う ③あまり不安に思わない ④不安に思わない

⑤わからない ⑥無回答

年
代

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答

主婦

学生

無職

その他

無回答

居
住
年
数

1年未満

1～5年未満

5～10年未満

10～20年未満

20年以上

無回答

職
種

自営業（農林漁業）

自営業（商工サービス業）

自由業

事務職系

労務職系

48.0 

53.4 

55.5 

36.9 

36.1 

47.1 

41.0 

43.8 

47.4 

39.0 

53.7 

49.6 

57.1 

36.4 

55.6 

55.6 

45.0 

39.4 

48.4 

53.3 

30.6 

30.1 

29.9 

40.0 

38.9 

35.3 

36.1 

37.5 

30.3 

35.2 

30.7 

66.7 

31.9 

23.8 

36.4 

11.1 

25.9 

35.0 

37.2 

31.8 

26.7 

11.0 

7.3 

6.7 

6.2 

8.3 

11.8 

8.2 

3.1 

10.3 

16.2 

5.6 

8.4 

7.1 

9.1 

11.1 

2.5 

11.7 

8.9 

3.3 

0.6 

0.8 

6.2 

2.8 

1.6 

6.3 

0.6 

1.9 

1.3 

1.7 

4.5 

1.9 

3.2 

1.4 

9.2 

7.3 

4.3 

9.2 

5.6 

5.9 

11.5 

6.3 

10.3 

7.6 

5.6 

6.7 

8.3 

4.5 

22.2 

5.6 

17.5 

7.4 

6.8 

10.0 

0.6 

1.9 

2.8 

1.5 

8.3 

1.6 

3.1 

1.1 

3.0 

33.3 

1.7 

3.6 

9.1 

11.1 

1.1 

2.6 

6.7 
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【全体】 

「試験研究は推進すべきだが実用化は一部の用途に限定すべき」（43.9％）と答えた人の割合が最も

高く、次いで「試験研究は推進すべきだが実用化は当面見送るべき」（27.1％）、「試験研究は全面的に

禁止すべき」（13.2％）の順となっている。 
 
【圏域別】 

「試験研究は推進すべきだが実用化は一部の用途に限定すべき」については、十勝圏（50.0％）が最

も割合が高く、次いで釧路・根室圏（47.9％）となっている。「試験研究は推進すべきだが実用化は当

面見送るべき」については、オホーツク圏（38.5％）が最も割合が高く、次いで道南圏（30.2％）と

なっている。 
 

【人口規模別】 

「試験研究は推進すべきだが実用化は一部の用途に限定すべき」については、町村部（49.1％）が最

も割合が高く、次いで札幌市（48.3％）となっている。「試験研究は推進すべきだが実用化は当面見送

るべき」については、人口 10 万人以上の都市（31.4％）が最も割合が高く、次いで人口 10 万人未満

の都市（29.7％）となっている。 
 

【性別】 

「試験研究は推進すべきだが実用化は一部の用途に限定すべき」については、男性45.4％、女性42.7％

となっており、「試験研究は推進すべきだが実用化は当面見送るべき」については、男性 27.2％、女

性 26.7％となっている。 
 

【年代別】 

「試験研究は推進すべきだが実用化は一部の用途に限定すべき」については、40～49 歳（48.6％）が

最も割合が高く、次いで 30～39 歳（47.5％）となっている。「試験研究は推進すべきだが実用化は当

面見送るべき」については、60～69 歳（31.9％）が最も割合が高く、次いで 50～59 歳（28.2％）と

なっている。 
 
【職種別】 

「試験研究は推進すべきだが実用化は一部の用途に限定すべき」については、無職（48.7％）が最も

割合が高く、次いでその他（47.6％）となっている。「試験研究は推進すべきだが実用化は当面見送る

べき」については、自営業（農林漁業）（41.2％）が最も割合が高く、次いで自営業（商工サービス

業）（31.1％）となっている。 
 
【居住年数別】 

「試験研究は推進すべきだが実用化は一部の用途に限定すべき」については、1 年未満（55.6％）が

最も割合が高く、次いで 10～20 年未満（50.0％）となっている。「試験研究は推進すべきだが実用化

は当面見送るべき」については、5～10 年未満（32.5％）が最も割合が高く、次いで 20 年以上（28.0％）

となっている。

問４ あなたは、遺伝子組換え技術の試験研究について、どのように思いますか。次の中から１つ

だけお選びください。 
試験研究は全面的に禁止すべき

13.2％ 
試験研究は推進すべきだが 

実用化は当面見送るべき 

27.1％ 
実用化に向けた試験研究を

積極的に推進すべき 

8.3％ 

試験研究は推進すべきだが実用化は

一部の用途に限定すべき 

43.9％ 

無回答 

3.3％

N=871 

その他 

4.2％
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凡例

全体　(N＝871)

圏
域

道南圏

道央圏

道北圏

オホーツク圏

十勝圏

釧路・根室圏

無回答

人
口
規
模

札幌市

人口10万人以上の都市

人口10万人未満の都市

町村部

無回答

性
別

男性

女性

無回答

20～29歳

30～39歳

①

13.2 

11.6 

12.2 

18.0 

20.5 

6.8 

10.4 

23.5 

11.7 

14.3 

16.7 

9.7 

24.2 

10.1 

16.2 

11.4 

13.9 

10.9 

②

27.1 

30.2 

26.4 

23.6 

38.5 

29.5 

29.2 

20.6 

25.8 

31.4 

29.7 

23.6 

18.2 

27.2 

26.7 

31.4 

13.9 

20.8 

③

43.9 

40.7 

46.0 

46.1 

17.9 

50.0 

47.9 

29.4 

48.3 

36.2 

41.3 

49.1 

33.3 

45.4 

42.7 

40.0 

36.1 

47.5 

④

8.3 

11.6 

7.5 

5.6 

17.9 

6.8 

6.3 

11.8 

6.5 

9.5 

7.2 

10.3 

12.1 

11.6 

5.1 

8.6 

16.7 

8.9 

⑤

4.2 

3.5 

4.5 

4.5 

2.6 

4.5 

2.1 

5.9 

4.6 

5.7 

2.2 

3.0 

6.1 

3.0 

5.8 

8.3 

7.9 

⑥

3.3 

2.3 

3.4 

2.2 

2.6 

2.3 

4.2 

8.8 

3.1 

2.9 

2.9 

4.2 

6.1 

2.7 

3.5 

8.6 

11.1 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①試験研究は全面的に禁止すべき ②試験研究は推進すべきだが実用化は当面見送るべき

③試験研究は推進すべきだが実用化は一部の用途に限定すべき

④実用化に向けた試験研究を積極的に推進すべき ⑤その他 ⑥無回答

年
代

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答

主婦

学生

無職

その他

無回答

居
住
年
数

1年未満

1～5年未満

5～10年未満

10～20年未満

20年以上

無回答

職
種

自営業（農林漁業）

自営業（商工サービス業）

自由業

事務職系

労務職系

11.6 

11.2 

15.7 

18.5 

11.1 

11.8 

16.4 

15.6 

11.4 

8.6 

16.5 

11.8 

14.3 

11.4 

22.2 

14.8 

10.0 

9.6 

13.2 

23.3 

24.9 

28.2 

31.9 

26.2 

30.6 

41.2 

31.1 

25.0 

26.3 

24.8 

29.4 

30.3 

16.7 

27.3 

11.1 

27.8 

32.5 

22.3 

28.0 

20.0 

48.6 

46.6 

38.2 

44.6 

41.7 

35.3 

42.6 

46.9 

41.1 

46.7 

42.4 

33.3 

48.7 

47.6 

38.6 

55.6 

40.7 

42.5 

50.0 

43.6 

33.3 

8.1 

7.3 

8.3 

6.2 

8.3 

11.8 

3.3 

9.4 

11.4 

17.1 

3.5 

33.3 

6.7 

6.0 

11.4 

9.3 

7.5 

12.8 

7.6 

10.0 

6.4 

3.9 

2.8 

3.3 

8.6 

1.9 

4.3 

9.5 

5.6 

7.5 

3.2 

4.0 

6.7 

0.6 

2.9 

3.1 

4.6 

8.3 

3.3 

3.1 

1.1 

1.0 

3.9 

33.3 

2.5 

6.0 

11.4 

11.1 

1.9 

2.1 

3.6 

6.7 
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【全体】 

「将来の食料不足の解決のための試験研究」（48.9％）と答えた人の割合が最も高く、次いで「医薬

品や工業製品などに係る試験研究」（42.9％）、「花や樹木など食品以外の作物についての試験研究」

（34.6％）の順となっている。 

 

【圏域別】 

「将来の食料不足の解決のための試験研究」については、釧路・根室圏（64.9％）が最も割合が高く、

次いで道央圏（49.7％）となっている。「医薬品や工業製品などに係る試験研究」については、十勝圏

（54.3％）が最も割合が高く、次いでオホーツク圏（45.5％）となっている。 

 

【人口規模別】 

「将来の食料不足の解決のための試験研究」については、町村部（55.0％）が最も割合が高く、次い

で札幌市（48.1％）となっている。「医薬品や工業製品などに係る試験研究」については、札幌市（46.1％）

が最も割合が高く、次いで人口 10 万人以上の都市（42.3％）となっている。 

 

【性別】 

「将来の食料不足の解決のための試験研究」については、男性 51.7％、女性 45.2％となっており、「医

薬品や工業製品などに係る試験研究」については、男性 44.9％、女性 40.1％となっている。 

 

【年代別】 

「将来の食料不足の解決のための試験研究」については、20～29 歳（55.6％）が最も割合が高く、次

いで 40～49 歳（53.5％）となっている。「医薬品や工業製品などに係る試験研究」については、30～

39 歳（49.3％）が最も割合が高く、次いで 40～49 歳（48.8％）となっている。 

 

【職種別】 

「将来の食料不足の解決のための試験研究」については、自由業（60.9％）が最も割合が高く、次い

で労務職系（54.7％）となっている。「医薬品や工業製品などに係る試験研究」については、自由業

（52.2％）が最も割合が高く、次いで労務職系（49.3％）となっている。 

 

【居住年数別】 

「将来の食料不足の解決のための試験研究」については、5～10 年未満（70.0％）が最も割合が高く、

次いで 10～20 年未満（48.5％）となっている。「医薬品や工業製品などに係る試験研究」については、

5～10 年未満（53.3％）が最も割合が高く、次いで 1 年未満（50.0％）となっている。 

 

問５ ※「問４」で選択肢「２」または「３」を選んだ方のみお答えください。あなたは、遺伝子

組換え技術について、どのような試験研究なら行ってもよいと思いますか。 

次の中からいくつでもお選びください。 

22.8%

34.6%

42.9%

48.9%

1.5%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

密閉された温室などの中に限っての試験研究

花や樹木など食品以外の作物についての試験研究

医薬品や工業製品などに係る試験研究

将来の食料不足の解決のための試験研究

その他（具体的に： ）

無回答

N=618

無回答

その他 

密閉された温室などの中に限っての試験研究 
花や樹木など食品以外の作物についての試験研究

医薬品や工業製品などに係る試験研究 
将来の食料不足の解決のための試験研究
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男性

性
別

女性

圏
域

道南圏

全体　(N＝618)

道央圏

道北圏

オホーツク圏

十勝圏

釧路・根室圏

無回答

札幌市

人
口
規
模

人口10万人以上の都市

人口10万人未満の都市

町村部

無回答

無回答

20～29歳

30～39歳

22.8 

23.0 

24.0 

14.5 

27.3 

20.0 

27.0 

17.6 

24.9 

20.4 

21.4 

22.5 

23.5 

20.7 

24.4 

28.0 

27.8 

21.7 

0 20 40 60 80 100

34.6 

42.6 

31.5 

41.9 

36.4 

45.7 

29.7 

35.3 

32.8 

34.5 

33.7 

37.5 

47.1 

33.0 

37.8 

16.0 

27.8 

31.9 

0 20 40 60 80 100

42.9 

34.4 

44.3 

45.2 

45.5 

54.3 

27.0 

41.2 

46.1 

42.3 

40.8 

40.0 

35.3 

44.9 

40.1 

52.0 

44.4 

49.3 

0 20 40 60 80 100

密閉された温室などの中に

限っての試験研究

花や樹木など食品以外の作物に

ついての試験研究

医薬品や工業製品などに係る

試験研究

年
代

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答

自営業(農林漁業)

職
種

自営業(商工サービス業)

自由業

事務職系

労務職系

主婦

学生

無職

その他

無回答

1年未満

居
住
年
数

1～5年未満

5～10年未満

10～20年未満

20年以上

無回答

17.3 

27.9 

24.7 

10.9 

26.9 

30.8 

17.8 

17.4 

27.1 

20.0 

22.3 

100.0 

23.4 

20.4 

24.1 

50.0 

45.9 

16.7 

25.0 

21.0 

12.5 

33.9 

37.7 

33.7 

47.8 

15.4 

7.7 

35.6 

30.4 

31.4 

29.3 

42.2 

0.0 

43.6 

27.8 

17.2 

50.0 

35.1 

36.7 

26.5 

35.1 

43.8 

48.8 

44.8 

36.0 

30.4 

53.8 

46.2 

40.0 

52.2 

46.6 

49.3 

38.6 

0.0 

37.2 

42.6 

51.7 

50.0 

45.9 

53.3 

45.6 

41.4 

43.8 
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性
別

男性

女性

無回答

20～29歳

30～39歳

人
口
規
模

札幌市

人口10万人以上の都市

人口10万人未満の都市

町村部

無回答

全体　(N＝618)

圏
域

道南圏

道央圏

道北圏

オホーツク圏

十勝圏

釧路・根室圏

無回答

48.9 

39.3 

49.7 

43.5 

40.9 

48.6 

64.9 

58.8 

48.1 

45.1 

48.0 

55.0 

52.9 

51.7 

45.2 

60.0 

55.6 

50.7 

0 20 40 60 80 100

1.5 

3.3 

1.3 

1.6 

0.0 

0.0 

2.7 

0.0 

2.1 

1.4 

1.0 

0.8 

0.0 

1.4 

1.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0 20 40 60 80 100

0.6 

0.0 

0.8 

0.0 

0.0 

2.9 

0.0 

0.0 

0.4 

0.7 

2.0 

0.0 

0.0 

1.0 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0 20 40 60 80 100

将来の食料不足の解決のための

試験研究

その他 無回答

居
住
年
数

1年未満

1～5年未満

5～10年未満

10～20年未満

20年以上

無回答

職
種

自営業(農林漁業)

自営業(商工サービス業)

自由業

事務職系

労務職系

主婦

学生

無職

その他

無回答

年
代

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答

53.5 

42.2 

49.4 

45.7 

57.7 

53.8 

53.3 

60.9 

51.7 

54.7 

42.8 

0.0 

44.7 

46.3 

58.6 

16.7 

40.5 

70.0 

48.5 

48.2 

62.5 

2.4 

1.3 

1.7 

2.2 

0.0 

0.0 

2.2 

0.0 

0.8 

1.3 

3.0 

0.0 

1.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.9 

1.5 

0.0 

0.8 

0.6 

1.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.7 

0.0 

0.0 

0.0 

2.1 

0.0 

0.0 

0.0 

2.7 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 
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【全体】 

「遺伝子組換え作物及びそれを使った加工食品の安全性に関すること」（79.0％）と答えた人の割合

が最も高く、次いで「遺伝子組換え作物の栽培による自然環境や生物多様性への影響に関すること」

（51.4％）、「遺伝子組換え作物及びそれを使った加工食品の表示に関すること」（46.0％）の順となっ

ている。 
 
【圏域別】 

「遺伝子組換え作物及びそれを使った加工食品の安全性に関すること」については、十勝圏（93.2％）

が最も割合が高く、次いで道南圏（82.6％）となっている。「遺伝子組換え作物の栽培による自然環境

や生物多様性への影響に関すること」については、オホーツク圏（56.4％）が最も割合が高く、次い

で道南圏（54.7％）となっている。 
 

【人口規模別】 

「遺伝子組換え作物及びそれを使った加工食品の安全性に関すること」については、人口 10 万人未

満の都市（83.3％）が最も割合が高く、次いで札幌市（80.0％）となっている。「遺伝子組換え作物の

栽培による自然環境や生物多様性への影響に関すること」については、札幌市（55.1％）が最も割合

が高く、次いで町村部（51.5％）となっている。 
 
【性別】 

「遺伝子組換え作物及びそれを使った加工食品の安全性に関すること」については、男性 76.5％、女

性 81.7％となっており、遺伝子組換え作物の栽培による自然環境や生物多様性への影響に関すること」

については、男性 52.6％、女性 50.8％となっている。 
 

【年代別】 

「遺伝子組換え作物及びそれを使った加工食品の安全性に関すること」については、40～49 歳（87.3％）

が最も割合が高く、次いで 30～39 歳（85.1％）となっている。「遺伝子組換え作物の栽培による自然

環境や生物多様性への影響に関すること」については、40～49 歳（56.1％）が最も割合が高く、次い

で 60～69 歳（53.5％）となっている。 
 

【職種別】 

「遺伝子組換え作物及びそれを使った加工食品の安全性に関すること」については、自営業（農林漁

業）（88.2％）が最も割合が高く、次いで事務職系（84.6％）となっている。「遺伝子組換え作物の栽

培による自然環境や生物多様性への影響に関すること」については、学生（66.7％）が最も割合が高

く、次いで自営業（農林漁業）（64.7％）となっている。 
 

【居住年数別】 

「遺伝子組換え作物及びそれを使った加工食品の安全性に関すること」については、5～10 年未満

（90.0％）が最も割合が高く、次いで 1～5 年未満（87.0％）となっている。「遺伝子組換え作物の栽

培による自然環境や生物多様性への影響に関すること」については、5～10 年未満（55.0％）が最も

割合が高く、次いで 1～5 年未満（53.7％）となっている。

問６ あなたは、遺伝子組換え作物及びそれを使った加工食品について、どのような情報を入手し

たいと思いますか。次の中からいくつでもお選びください。 

79.0%

51.4%

27.4%

46.0%

2.1%

3.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

遺伝子組換え作物及びそれを使った加工食品の安全性に関すること

遺伝子組換え作物の栽培による自然環境や生物多様性への影響に関すること

遺伝子組換え作物の流通や加工利用に関すること

遺伝子組換え作物及びそれを使った加工食品の表示に関すること

その他

無回答

N=871

無回答

その他 
遺伝子組換え作物及びそれを使った加工食品の 

安全性に関すること 
遺伝子組換え作物の栽培による自然環境や生物 

多様性への影響に関すること 

遺伝子組換え作物の流通や加工利用に関すること 
遺伝子組換え作物及びそれを使った加工食品の

表示に関すること 
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女性

無回答

20～29歳

十勝圏

釧路・根室圏

無回答

圏
域

道南圏

全体　(N＝871)

道央圏

道北圏

オホーツク圏

性
別

人口10万人以上の都市

人口10万人未満の都市

町村部

無回答

男性

人
口
規
模

札幌市

30～39歳

79.0 

82.6 

78.3 

79.8 

69.2 

93.2 

79.2 

70.6 

80.0 

77.6 

83.3 

76.4 

72.7 

76.5 

81.7 

74.3 

63.9 

85.1 

0 20 40 60 80 100

51.4 

54.7 

52.5 

52.8 

56.4 

47.7 

45.8 

29.4 

55.1 

47.6 

50.7 

51.5 

42.4 

52.6 

50.8 

45.7 

27.8 

49.5 

0 20 40 60 80 100

27.4 

30.2 

27.3 

33.7 

28.2 

27.3 

16.7 

20.6 

26.5 

28.1 

27.5 

28.5 

27.3 

26.2 

29.0 

22.9 

16.7 

32.7 

0 20 40 60 80 100

遺伝子組換え作物及びそれを

使った加工食品の安全性に関す

ること

遺伝子組換え作物の栽培による

自然環境や生物多様性への影響

に関すること

遺伝子組換え作物の流通や

加工利用に関すること

年
代

無回答

居
住
年
数

自営業(商工サービス業)

自由業

事務職系

労務職系

主婦

学生

無職

その他

無回答

1年未満

職
種

1～5年未満

5～10年未満

10～20年未満

20年以上

無回答

自営業(農林漁業)

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

87.3 

81.1 

73.6 

72.3 

75.0 

88.2 

72.1 

68.8 

84.6 

82.9 

79.2 

0.0 

79.8 

75.0 

70.5 

66.7 

87.0 

90.0 

85.1 

77.3 

70.0 

56.1 

53.4 

53.5 

44.6 

44.4 

64.7 

50.8 

50.0 

49.1 

47.6 

54.5 

66.7 

49.6 

57.1 

43.2 

44.4 

53.7 

55.0 

50.0 

52.2 

33.3 

26.0 

30.1 

26.8 

26.2 

22.2 

35.3 

23.0 

25.0 

26.9 

22.9 

32.5 

33.3 

26.1 

29.8 

18.2 

22.2 

29.6 

30.0 

25.5 

27.8 

20.0 
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性
別

男性

女性

無回答

20～29歳

30～39歳

人
口
規
模

札幌市

人口10万人以上の都市

人口10万人未満の都市

町村部

無回答

全体　(N＝871)

圏
域

道南圏

道央圏

道北圏

オホーツク圏

十勝圏

釧路・根室圏

無回答

46.0 

48.8 

46.7 

49.4 

41.0 

40.9 

50.0 

26.5 

49.8 

46.2 

42.0 

44.2 

33.3 

40.7 

50.8 

48.6 

33.3 

43.6 

0 20 40 60 80 100

2.1 

1.2 

2.6 

1.1 

0.0 

0.0 

2.1 

2.9 

2.2 

2.4 

2.2 

1.2 

3.0 

2.5 

1.9 

0.0 

0.0 

1.0 

0 20 40 60 80 100

3.8 

3.5 

4.0 

2.2 

2.6 

2.3 

2.1 

11.8 

3.7 

3.8 

2.2 

4.2 

9.1 

4.2 

3.0 

8.6 

8.3 

3.0 

0 20 40 60 80 100

遺伝子組換え作物及びそれを

使った加工食品の表示に関する

こと

その他 無回答

居
住
年
数

1年未満

1～5年未満

5～10年未満

10～20年未満

20年以上

無回答

職
種

自営業(農林漁業)

自営業(商工サービス業)

自由業

事務職系

労務職系

主婦

学生

無職

その他

無回答

年
代

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答

49.1 

46.1 

46.9 

44.6 

47.2 

58.8 

47.5 

46.9 

42.9 

40.0 

53.7 

0.0 

42.0 

41.7 

47.7 

55.6 

50.0 

50.0 

48.9 

45.5 

33.3 

2.9 

2.4 

2.8 

0.0 

0.0 

5.9 

1.6 

3.1 

3.4 

1.9 

1.7 

0.0 

0.0 

3.6 

0.0 

0.0 

1.9 

0.0 

0.0 

2.5 

3.3 

0.6 

3.4 

4.3 

7.7 

8.3 

0.0 

8.2 

3.1 

1.7 

1.9 

3.5 

33.3 

4.2 

3.6 

11.4 

11.1 

1.9 

0.0 

1.1 

4.2 

10.0 
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【全体】 

「パンフレットやチラシなどの印刷物」（72.8％）と答えた人の割合が最も高く、次いで「インター

ネット」（44.2％）、「雑誌や研究年報などの冊子」（27.8％）の順となっている。 

 

【圏域別】 

「パンフレットやチラシなどの印刷物」については、道南圏（81.4％）が最も割合が高く、次いで十

勝圏（77.3％）となっている。「インターネット」については、十勝圏（47.7％）が最も割合が高く、

次いで道央圏（46.3％）となっている。 

 

【人口規模別】 

「パンフレットやチラシなどの印刷物」については、町村部（76.4％）が最も割合が高く、次いで札

幌市（73.8％）となっている。「インターネット」については、札幌市（48.3％）が最も割合が高く、

次いで人口 10 万人以上の都市（44.3％）となっている。 

 

【性別】 

「パンフレットやチラシなどの印刷物」については、男性 70.1％、女性 74.7％となっており、「イン

ターネット」については、男性 48.6％、女性 40.8％となっている。 

 

【年代別】 

「パンフレットやチラシなどの印刷物」については、50～59 歳（78.2％）が最も割合が高く、次いで

40～49 歳（75.7％）となっている。「インターネット」については、20～29 歳（69.4％）が最も割合

が高く、次いで 30～39 歳（64.4％）となっている。 

 

【職種別】 

「パンフレットやチラシなどの印刷物」については、無職（79.0％）が最も割合が高く、次いで自営

業（商工サービス業）（75.4％）となっている。「インターネット」については、学生（66.7％）が最

も割合が高く、次いで事務職系（58.9％）となっている。 

 

【居住年数別】 

「パンフレットやチラシなどの印刷物」については、20 年以上（74.8％）が最も割合が高く、次いで

1～5年未満（72.2％）となっている。「インターネット」については、5～10 年未満（65.0％）が最も

割合が高く、次いで 1～5 年未満（64.8％）となっている。 

 

 

問７ あなたは、問６で選んだ情報について、どのような手段で入手したいと思いますか。 

次の中からいくつでもお選びください。 

44.2%

72.8%

27.8%

11.1%

12.9%

4.7%

4.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

インターネット

パンフレットやチラシなどの印刷物

雑誌や研究年報などの冊子

学習会や意見交換会

農場や研究所の見学

その他

無回答

N=871

無回答

その他 

インターネット 
パンフレットやチラシなどの印刷物 

雑誌や研究年報などの冊子 
学習会や意見交換会 
農場や研究所の見学 
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女性

無回答

20～29歳

30～39歳

性
別

男性

圏
域

道南圏

人口10万人以上の都市

人口10万人未満の都市

町村部

無回答

人
口
規
模

全体　(N＝871)

道央圏

道北圏

オホーツク圏

十勝圏

釧路・根室圏

無回答

札幌市

44.2 

45.3 

46.3 

38.2 

33.3 

47.7 

41.7 

35.3 

48.3 

44.3 

39.1 

41.2 

39.4 

48.6 

40.8 

34.3 

69.4 

64.4 

0 20 40 60 80 100

72.8 

81.4 

71.8 

71.9 

76.9 

77.3 

68.8 

64.7 

73.8 

71.4 

71.0 

76.4 

60.6 

70.1 

74.7 

80.0 

36.1 

63.4 

0 20 40 60 80 100

27.8 

37.2 

24.5 

36.0 

30.8 

31.8 

31.3 

20.6 

26.8 

28.1 

29.0 

29.1 

24.2 

27.7 

27.8 

28.6 

11.1 

16.8 

0 20 40 60 80 100

インターネット パンフレットやチラシなどの

印刷物

雑誌や研究年報などの冊子

年
代

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答

20年以上

無回答

居
住
年
数

自営業(商工サービス業)

自由業

事務職系

労務職系

主婦

学生

無職

その他

無回答

1年未満

職
種

自営業(農林漁業)

1～5年未満

5～10年未満

10～20年未満

50.3 

50.0 

31.5 

18.5 

36.1 

47.1 

34.4 

50.0 

58.9 

50.5 

39.8 

66.7 

34.5 

39.3 

36.4 

44.4 

64.8 

65.0 

51.1 

40.4 

40.0 

75.7 

78.2 

74.8 

70.8 

80.6 

70.6 

75.4 

71.9 

65.7 

75.2 

74.9 

0.0 

79.0 

71.4 

72.7 

33.3 

72.2 

65.0 

69.1 

74.8 

63.3 

27.7 

27.2 

33.1 

33.8 

30.6 

58.8 

32.8 

25.0 

27.4 

24.8 

28.6 

33.3 

26.9 

22.6 

27.3 

33.3 

24.1 

27.5 

22.3 

29.2 

20.0 
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性
別

男性

女性

無回答

20～29歳

30～39歳

人
口
規
模

札幌市

人口10万人以上の都市

人口10万人未満の都市

町村部

無回答

全体　(N＝871)

圏
域

道南圏

道央圏

道北圏

オホーツク圏

十勝圏

釧路・根室圏

無回答

11.1 

9.3 

9.8 

15.7 

20.5 

13.6 

12.5 

8.8 

8.0 

11.9 

10.9 

16.4 

12.1 

11.1 

11.1 

11.4 

0.0 

5.9 

0 20 40 60 80 100

12.9 

15.1 

12.6 

14.6 

15.4 

11.4 

12.5 

5.9 

10.2 

13.3 

14.5 

16.4 

12.1 

11.4 

14.2 

14.3 

5.6 

5.9 

0 20 40 60 80 100

4.7 

3.5 

5.3 

3.4 

0.0 

2.3 

2.1 

14.7 

6.5 

4.3 

2.2 

1.8 

15.2 

4.9 

4.9 

0.0 

2.8 

7.9 

0 20 40 60 80 100

学習会や意見交換会 農場や研究所の見学 その他

居
住
年
数

1年未満

1～5年未満

5～10年未満

10～20年未満

20年以上

無回答

職
種

自営業(農林漁業)

自営業(商工サービス業)

自由業

事務職系

労務職系

主婦

学生

無職

その他

無回答

年
代

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答

12.7 

7.8 

15.4 

13.8 

13.9 

17.6 

13.1 

6.3 

9.7 

6.7 

12.6 

0.0 

10.1 

15.5 

13.6 

0.0 

13.0 

17.5 

9.6 

11.0 

10.0 

12.7 

10.7 

17.3 

16.9 

13.9 

29.4 

6.6 

0.0 

13.1 

6.7 

17.3 

0.0 

11.8 

15.5 

13.6 

11.1 

11.1 

12.5 

11.7 

13.5 

6.7 

8.7 

4.4 

3.1 

0.0 

0.0 

0.0 

4.9 

0.0 

5.7 

1.0 

4.8 

0.0 

1.7 

16.7 

0.0 

0.0 

7.4 

2.5 

3.2 

4.3 

16.7 
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性
別

男性

女性

無回答

20～29歳

30～39歳

人
口
規
模

札幌市

人口10万人以上の都市

人口10万人未満の都市

町村部

無回答

全体　(N＝871)

圏
域

道南圏

道央圏

道北圏

オホーツク圏

十勝圏

釧路・根室圏

無回答

4.4 

2.3 

4.5 

5.6 

2.6 

2.3 

2.1 

11.8 

4.0 

4.8 

4.3 

3.6 

9.1 

4.7 

3.7 

8.6 

11.1 

4.0 

0 20 40 60 80 100

無回答

居
住
年
数

1年未満

1～5年未満

5～10年未満

10～20年未満

20年以上

無回答

職
種

自営業(農林漁業)

自営業(商工サービス業)

自由業

事務職系

労務職系

主婦

学生

無職

その他

無回答

年
代

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答

0.6 

3.4 

5.5 

7.7 

8.3 

0.0 

6.6 

6.3 

4.6 

1.9 

3.5 

33.3 

4.2 

3.6 

11.4 

11.1 

1.9 

0.0 

1.1 

5.0 

10.0 
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「遺伝子組換え作物等について」の調査を終えて 

 

 

 遺伝子組換え作物及びそれを使った加工食品の安全性や遺伝子組換え作物を栽培するこ

とによる自然や環境への影響については、約８割の人が「不安に思う」または「やや不安

に思う」と回答している。 

 さらに、「遺伝子組換え」と表示されている作物及び加工食品については、「購入しな

い」が半数を占め、「ほかに代替品がなければ購入する」と合わせると８割を上回る人が

購入に対して抵抗があることを示している。 

 一方、遺伝子組換え技術の試験研究については、「積極的に推進すべき」に、「実用化

は当面見送るべき」や「一部の用途に限定すべき」といった一定の条件のもとでの回答と

合わせると、約８割の人が「推進すべき」と考えている。 

 今回の調査結果については、今年度実施する「遺伝子組換え作物の栽培等による交雑等

の防止に関する条例」の点検・検証にあたっての参考にするとともに、意見交換会等で道

が提供する情報として活用していく。 

 

（農政部食の安全推進局食品政策課） 
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